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ⅤⅠⅠ－5．低温物性グループ  
助教授  福山 寛、  
講師  富永 昭、  
助手  森下将史、  
大学院生 （6名）  
【1］吸着短e薄膜の2次元榎磁性の研究（福山 寛、森下将史）   
数原子層程度のヘリウム3（3H亡）薄膜の核帯磁率をcw－m法によって7斗此の超低温度ま  
で測定した（スタンフォード大学との共同研究）。その結果、この系はスピン1βの2次元三角  
格子上の強磁性ハイゼンベルグ模型で良く記述できること、低温でスピン彼の長波長カットオ  
フがある有限スピン系であることなどが明らかになった。一方、さHe薄膜の吸着基盤であるグ  
ラフオイル（剥離性グラファイトフイルム）の表面構造を走査型トンネル顕微鏡（STM）で観  
測し、グラファイト単結晶ドメインの大きさ ト柵A）と基底面の角度分布ト10deg）を  
詳細に測定した。これらの結果は低温でのm測定から予測されていたものと良く一致する。  
現在、反強磁性を示す吸着量範囲を含めて、この系の比熱を交換相互作用（けトヱmK）に比  
べ充分低温（T－200l瓜）まで測定する実験の準備を行っている。  
［2コ 2次元フェルミ流体の研究（福山 寛、森下蒋史）   
2次元フェルミ流体である】Hモー一Hモ混  
合液薄膜の超流動探索を含む低温物性の  
実験研究を始めた。超流動4ne薄膜の第  
3音波共鳴器を試作し、希釈冷凍横温度  
（T＞30mX）で第3音波の走在波を観  
測することができた（囲1）。ここで我々  
は第3音波による膜厚の変化を静電容量  
の変化として検出する方法を採用した。  
これはポロメータを用いる方法に比べ、  
より低温での第3音波観測に適している。  
今後、取手薄膜に短モを混入Lたときの音  
速とダンピングの測定を通じて、2次元  
液体｝Hモにおける準粒子間相互作用につ  
いて研究する予定である。  
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【3］横断熱消磁冷凍機の製作（福山 寛、森下将史）  
1∝丹瓜以下の超低温度を生成できる高性能の横断熱消磁冷凍機の製作を昨年度に引続き行い、  
平成6年度秋に完成した（囲2）。性能評価のためのテスト運転を行い、初回の冷却で最低温  
度240匹、ヒートリーク致nw（初期温度20mK、初期磁場9T）という結果を得た（図3）0  
これらのテスト結果より、初期条件を改善した本格的な冷却実験において、当初の目標である  
100ト此以下の到達温度が得られることはほぼ間違いないと思われる。  
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囲3 横断熱消磁冷凍横のテスト冷却。  
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図2 横断熱消磁冷凍機の中心部。  
［4】超低温走査型トンネル顕微鏡を用いた超伝導の研究（福山 寛、森下将史）  
重い電子系など低い転移温度をもつ超伝導体のエネルギーギャップや量子渦糸状態の研究を  
行う目的で、希釈冷凍機温度で作動する超低温走査型トンネル顕微鏡（mT－Sm）の開発を  
行っている。本年度は冷凍および測温システムの整備とSTMの低温テスト実験を行った。まず  
ユHe融解庄温度計を製作し、7mKまでの超低温下での精密物性測定が可能な冷却システムを完  
成Lた。次に層状物質NbSe2を試料として5Kまでの極低温下でSTMおよびトンネル分光の予備  
実験を行い、賛開面の表面原子画像（図4）、電荷密度液相転移（t＝33幻に伴いフェルミ面  
にエネルギーギャップが出現したことを示す状態密度変化（囲5）をそれぞれ横測できた。現  
在、平成7年庭中のULT－Smの完成を目指して、STMを希釈冷凍機に組み込むための準備を  
進めている。  
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［5］熱音響現象の研究（富永 昭）  
波動冷凍横の効率をエントロピーの立場から議論し、熟音響理論に基づくシミュレーション  
コードTHERMOACOUSTICAを使ってGM冷凍横の損失を評価した。愛知教育大学と共同でレー  
ザー流速計を用いたパルス管内部の流速測定を行ない、熟音響理論の確認を行った。  
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